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■□ 報告 3

地域への貢献を通じて、
　　　　　　　　　　人を育て組織をつくる　 

宮川 光太郎（こと京都株式会社 / こと京野菜株式会社 番頭執行役員）

　『こと京都株式会社』の宮川光太郎です。
本日は、どうぞよろしくお願いいたします。
それにしても、今日は、生協さんにはこん
なに面白い人が一杯居るんだということ
で、生活協同組合様に対する見方が、ここ
に来る前と来たあとで 180 度変わりまし
た。黒田さんの話も面白かったですし、久
木さんにおいては、途中から“これはこの
あとどうなんねやろう !?”と思いながら聞
いていたんですけれども、面白かったです
ね。ただ、黒田さんに 5 分差し上げて、私
から 15 分奪って行かれましたので、私は
30 分の内容を 15 分で説明しないといけな
くなってしまいまして、細川先生以上に
ハードルを上げていただきました（笑）。
ですので、ちょっと頑張ってお話させてい
ただきますので、皆さんも頑張って付いて
来ていただけますと有り難いです。どうか、
よろしくお願いいたします。

　なお、皆さんのお手元の資料はレジメ形
式になっておりますので、基本的には、こ
ちらのスライドの方でご説明させていただ
きます。必要であれば、お写真を撮ってい
ただいても構いませんし、メモを取ってい
ただいても全然問題ありません。是非とも、
ご活用いただければと思います。
　15 分の中でどれだけ説明出来るかは分
かりませんし、正直言って、自分でも、ほ
んまに大丈夫なんかなぁと思っているんで
すが、まず、簡単に自己紹介させていただ
きますと、血液型は B 型で、星座は乙女
座です。今日は 3 人揃ってこんなことばか
り言っていますが、弊社は京都の九条ねぎ
を取り扱っておりまして、栽培からカット
加工し、パッキングして出荷するところま
でですね、営業も企画も全部やっておりま
す、いわゆる農業の 6 次産業化という形を
採る農業法人になります。ただ、一風変わっ
た経営をやっているように見えるかと思い
ますので、その辺りについて、今から 15
分の中でご説明させていただきたいと思い
ます。
　私どもは、すでにご案内いたしました通
り、京都の九条ねぎを栽培しておりまして、
国内シェアの約 20％ぐらいを弊社一社で
取り扱っております。ですから、生協様で
も、多くの店舗で弊社の商品を多数お取り
扱いいただいておりまして、今日はお客様
の前でご報告させていただくと、まあそう本社外観
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いうところもあるんですが、最後に一つ、
私どもからご提案と申しますか、こういう
ふうなことが出来ますということを申し上
げた形で報告を締めくくりたいと思ってお
ります。
　それでですね、たとえば、最後の方でま
た改めてお話させていただきますが、昨年
の『能登半島地震』のときには災害が起き
た後すぐ、独自の災害派遣隊を自社で作り
まして、1 月の 6 日から 7 日まで現地に行っ
ております。これについては、正直、いろ
んなご意見をいただきまして、“民間企業
が単独でそういうことをやるのってどうな
の？”とか、“農業生産者の分際で…”と
いうふうな声もありましたが、今日ここで
ご報告したいのは、一中小企業の可能性、
もしくは農業の可能性の限界を突破したい
といいますか、今まで一般的に持たれてい
た可能性をもっと広げたいということで、
そういう取り組みを会社丸ごとでやってい
るということです。そして、その本質と真
意はどこにあるのかと言いますと、究極は
我々の人財育成ですね。ここに全ては繋
がっていますので、そこを今回の報告の本
質部分としてご説明させていただきたいと
思います。ですので、ちょっと堅苦しい内
容になるかも知れませんけれども、順追っ
てご説明して行きます。

　ということで、ご覧の通り、弊社は九条
ねぎのみを取り扱っておりまして、いわゆ
る九条ねぎの単品経営です。ただし、九条
ねぎしかやらないけれども、九条ねぎで出
来ることは何でもやろうという「単品経営
全面展開」という形で取り組んでいます。
ですので、このあとご紹介するいろんな話
は全て、その中でどうやったら経営を安定
出来るのかというところから始まり、どう
やったら雇用を守れるのか。さらに、どう
やったら新しい農業の担い手を育成出来る
のか。そして、どうやったら自社の人財を
育成出来るのか。これらに対して日々いろ
んな形で取り組みながら頑張っておりまし
て、その一つの表現がこのようになってい
るというふうにご理解いただけますと幸い
です。
　こちらをご覧いただきますとお分かりの
ように、台風が通過したあとの九条ねぎ畑
はこのようになります。これは、2017 年
の台風 21 号から一夜明けた状態なんです
けれども、このときどういうことが起こっ
たかと言いますと、たった一晩で 200 ｔの
ねぎが倒れました。因みに、200 ｔと言う
とどのぐらいかと言いますと、今現在、弊
社が出荷しているねぎの約 1 ヶ月半分ぐら
いの量になります。そのぐらいのねぎが一
晩でこのように倒れたということですね。
ただ、倒れたからと言って、全部捨てるの
かと言うと、そんなことは到底出来ません。
ですので、まずはねぎを起こしてですね、
その中から使える部分を探してカットねぎ
の原料にするという形で、一生懸命復旧作
業にいそしみます。それでも、このときは
約 60 ｔものねぎを廃棄せざるを得ません
でした。
　ですから、45 日間、スーパー等の店頭
から弊社の九条ねぎがなくなったと、そう
いう時期がございまして、当然、量販店の九条ねぎの収穫の様子
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関係者の方々には
多大なるご迷惑を
お掛けしたんです
けれども、そのと
きには 1 ヶ月間、
工場の方も止まり
ま し た。 と こ ろ
が、こういうとき
の休業補償につい
ては、国から出な
いんですね。です
が、私どもではそ
の間のお給料もお支払いし、雇用を維持い
たしました。
　とはいえ、畑でねぎを作っている社員と
しては、台風が来ればどうしてもこういう
形になりまして、中々作物を維持できませ
ん。そうなると、自分たちの努力が報われ
ないということで、否が応にも生産者とし
てのモチベーションが下がってしまいま
す。そのため、この年は、約 2 割の社員が
辞めてしまいました。
　それでですね、そういうふうなことが
あったんですけれども、まあこれまでにも
台風の被害というのはありましたし、大雨・
豪雨や干ばつ等々いろんなことが一杯あり
ました。で、その中で一つ気付いたことが
あります。それは、“お天道様がこうやか
ら…”と、いつまでも天災のせいにしてい
たら改善しないということです。
　確かに、お天道様のせいにしてしもたら
楽なんですね。でも、“台風が来たからしゃ
あないやん！”とか、“雨が降らへんから
しゃあないやん！”と言って開き直った瞬
間、「何が課題なのか？」ということや、「自
分たちには何が出来るのか？」ということ
に目を向けなくなります。そうすると、何
が問題なのかが分からないですから、成長
がない訳です。

　そこで、頭を切り替えまして、このあと
の経営に影響するかどうかは人に掛かって
いるというふうに考えることにしました。
つまり、確かに、台風自体は天災かも知れ
ません。でも、そのあと経営に及ぼす影響
があるとすれば、それは人災だということ
です。ですから、人間が考えられる限りの
努力を尽くせば、減災出来るのではないか
ということで、改めて、我々の経営の中の
中心に「防災」というキーワードを置くよ
うに設定しました。
　私どもは、東日本の出荷拠点として静岡
県の藤枝市にも工場がありまして、そこは
ねぎをカットし、関東から東北・北海道の
お客様にお届けするために設けた工場なん
ですが、最初に自社の防災意識を高めよう
とした発端でもあります。というのも、こ
こを開設したときに初めて、『南海トラフ
巨大地震』というものを自分事として考え
るようになったんですね。まあこの地震に
つきましては、皆様方もご存じの通り、政
府も目安について、時期とかあれこれおっ
しゃっていますし、大学の先生方も 2035
年を目途に前後 5 年以内に発生するのでは
ないか等々、いろんな話があります。です
から、いずれやって来ることは確かだろう
と思いますし、そのときに自社の社員を守

台風の影響で一晩に 200 トンの葱が倒れ、60 トンが廃棄処分となった
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れるのかどうかということです。
　それを、この藤枝工場を建てたときから
自分事として考えるようになりまして、そ
のためには自社の経営をどうすればよいの
かということで、3 つの仮説を立てました。
それがこちらで、まずは地震に対する取り
組みから始め、自社に防災の専門家を置い
たらいいんじゃないかということですね。
そして、社内だけではなく、社外との接点
を設けることで、さらに防災意識が高まる
のではないかと考え、こうした仮説を立て
まして、それに基づく 4 つの実践をするこ
とによって従業員の防災意識を高めるため
の取り組みを始めたということです。
　具体的に言うと、この写真は 2023 年の
9 月 1 日、『防災の日』ですが、この日に
静岡県の藤枝工場で炊き出し訓練を実施し
ました。この訓練の前提は、いざというと
きには、自社の従業員だけでなく、地域の
住民の方にも…ということです。何しろ、
私どもの工場の敷地は広いですし、普段か
ら九条ねぎを扱っていて、加工もやってい
ますので、いろんな食材を手に入れれば、
当然、調理も出来ます。そこで、万が一、
南海トラフのような大きな地震が起きたと
きには、うちの工場で炊き出しをし、近く
の住民の方の分まで提供したいということ

で、この日にこの訓練を実施いたしました。
　実際問題として、私どもの社員やパート
さんもその地域の中にいる訳ですから、自
社だけを切り取ることなど出来ませんし、
とてもじゃないが、“あなたは来てもいい
けど、あなたは来たら駄目よ！”とは言え
ない訳ですよね。なので、うちの工場に来
られる範囲の方々には来ていただいて、1
食でも 2 食でもいいから食事を提供出来る
ようにというふうな取り組みをやっている
訳です。そして、こういったことをやりな
がら、自分たちだけでは存在出来ない、や
はり地域の皆さんと一緒じゃないと駄目な
んだということも含め、従業員一人一人の
防災意識を目覚めさせるということに注力
している訳です。そうしたところですね、
あろうことか、翌年の 1 月 1 日に能登半島
地震が起きまして、後ほどご説明申し上げ
ますが、このときの炊き出し訓練が能登に
行った時にも非常に役に立ったということ
は言うまでもありません。
　さて、話は変わって、次に『安全の根っ
こ』についてですが、私どもでは 2 点ある
と考えておりまして、一つは「作る人の安
全」、もう一つは「食べる人の安全」です。
作る人の安全といたしましては、うちの社
員に怪我をさせてはいけない。つまり、労
災を発生させるようなことがあってはいけ
ないということですね。
　一方、食べてくださる方の安全について
は、たとえば、我々が作る九条ねぎのカッ
トねぎに、もし、プラスチックの破片です
とか、金属探知機で検出出来ないレベルの
金属片が入っていたとしましょう。それを
万が一、生まれたばかりの赤ちゃんや、1
歳から 2 歳の子供、もしくはご高齢の方が
食べて、その人の健康が著しく損なわれる
とか、体に何か異変が起こるというのは、
一番あってはいかんことです。ですので、

藤枝工場での炊き出し訓練の様子
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私どもが第一に考えているのは、作る人の
安全と食べる人の安全。この 2 つを大事に
考えているんですけれども、ならば、どう
やったらその安全を確実に担保出来るのか
ということですね。
　たとえば、私どもの畑は露地栽培といわ
れるもので、屋外の広いところで展開して
おります。ですので、殺菌剤や殺虫剤といっ
たいわゆる農薬を使っておりまして、それ
自体は危険なものではありません。適用倍
率さえ守れば安全に使えるものですし、全
ての農薬は、その稀釈倍率が法律で定めら
れています。
　しかしながら、たとえば、1,000 倍で稀
釈して散布しなければいけない農薬を、
うっかり薄め間違えて 100 倍で稀釈し、そ
れをそのまま撒いてしまった場合、作物に
は 10 倍の濃度の薬物が確実に付着する訳
です。ところが、それが殺菌剤や殺虫剤で
あった場合、仮にその高濃度の薬品を掛け
られたとしても、野菜は枯れないんですね。
しかも、ほぼ色も変わりません。恐らく、
何らかの変化が現れるとしたら、除草剤を
撒いたときぐらいだと思います。
　ですから、もし、それをやってしまった
としても、“自分が掛けた 2㌶のねぎが全
部駄目になってしまう。こんなこと言った
ら社長にどやされるし、もしかしたら、首
になるかも知れへん”と、作業者のそうい
う動機付けが先に立ってしまうと、黙って
しまいますよね。そして、記帳する際に、
正しい数値で書き込んでしまいます。とい
うことは、その一人のモラルと良心が最終
的な安全を担保する要になる訳で、最後の
最後はそこだと、私どもは思っております。
勿論、我々は、信頼出来る農場と消費者を
結ぶ認証制度である『ASIAGAP』を取得
しておりますし、工場の方も、『一般財団
法人 食品安全マネジメント協会』が定め

る『JFS － B 規格』の認証も取得してお
ります。ですので、そういった規格は全て
取るようにし、あらゆるスペックをちゃん
と整えた上で、当然のごとく、農薬の量も
チェックしておりますが、最後に安全を担
保出来るのは、従業員一人一人の心なので
はないかと。つまり、私どもは皆様方に安
全な物をお届けするのが絶対ですが、その
工程においても、安全を確保しなければい
けない訳で、それを守っていくためには、
一人一人の意識がとても重要だということ
を、常日頃から強く感じて運営しております。
　ところが、日々畑に出ている担当は、と
にかくねぎしか見ないんですね。そこで、
普段から、ちっちゃいながらも大企業病の
ようなセクショナリズムが起きてしまいま
すから、作物を作る人と加工する人、そし
て、売る人の間には必ず距離が開き、社内
でも分断が起こります。農業の 6 次産業化
をやっている会社で、社内の分業がしっか
りしているところは、必ずこうなるんですね。
　そのため、作っている人は、自分たちの
作ったねぎを食べて、“美味しい！”と言っ
てくれる人との距離がものすごく遠いんで
すよ。だから、それを食べる人がどういう
思いで食べているのか、喜んで食べてくれ
ているのかどうかということを考えなくな
りますし、「果たして、本当に美味しいの

毎月行っている子ども食堂での様子
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か？　それとも、実は不味いのか？」とい
うことが全く分からなくなって来ます。そ
うすると、独りよがりの作り方になってし
まうんですね。
　しかも、普段、彼らのもとにはクレーム
ばかりが行くんですよ。クレームというの
は、たとえば、夏場になると、ねぎが黄色
くなって来たとか、葉先が枯れているとか、
そういう話なんですけれども、そういうこ
としか聞こえなくなると、“一生懸命やっ
てんのに、文句ばっかり言われるやんか”
というふうになって行きます。
　そこで、そんな農産の社員を、実際に食
べてくれている人のところに行かせるには
どうしたらいいかということですが、お客
様のところに行ったとて、あちら様にもあ
る意味、我々との利害関係がありますから、
100％率直な意見を言ってくださる方はと
ても有り難いんですけれども、必ずしもそ
うではありません。だからこそ、子ども食
堂への支援をするんです。
　ということで、ご覧のような我々のキッ
チンカーを子ども食堂に持って行き、そこ
で調理して、九条ねぎを使ったいろんなメ
ニューを召し上がっていただきます。そし
て、そこに農産の社員が入ると、“ああ、我々
のつくったねぎをこんなに美味しいって
言ってくれるんや！京都の九条ねぎって、
こんなにいろんな人を元気にすることが出
来るんや !!”というのを心身で体験し、実
感することが出来る訳です。そうすると、
それが、その人の心に楔となってしっかり
と入り込みますから、心が迷ったときには、
その子供たちの顔を思い出すと、絶対に嘘
はつけないですよね。
　実際、たぶん、“自分の子供には絶対に
おかしな物は食べさせたくないし、あの子
たちにそんな物を食べさせることも出来ひ
ん。だから、いい物を作ろう。もっといい

形でやろう！”というふうになるだろうと
思ってこういう取り組みをしたんですけれ
ども、そうしたらあんのじょうですね、社
内の雰囲気は非常に良くなって来ました。
それが、とても顕著に表れたのがこれです。
この写真は、報道でもよく使われておりま
すけれども、昨年、能登半島で大きな地震
がありました。こちらは、中部地区をメイ
ンに展開しておられるスーパーマーケット
チェーンの「バロー」様で、地域の子ども
食堂にも支援しておられます。生協さんで
もそうしたことはやっておられると思いま
すが、バローさんは私どものお取引先でも
ございますので、このときは弊社単独では
なく、そのご縁で炊き出し支援に伺わせて
いただきました。
　というのも、全国いろんな地域の子ども
食堂を全て弊社で支援出来るかと言うと、
そんなことは到底出来ません。そこで、取
引させていただいているお客様が活動展開
している地域を、私どもにとっても大切な
地域であると位置付けるというふうに考え
方を変えました。
　ですから、本来であれば、『こと京都』
の地域は京都市伏見区でして、もっと範囲
を狭めると、横大路というところになりま
す。でも、我々は横大路を自分たちの地域

子ども食堂へのキッチンカー派遣の様子
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として考えられるかと言うと、考えられな
いんですよ。何故なら、周りは工場ばかり
で、人が住んでいないからです。で、伏見
区全体に広げたところで、ようやく自分た
ちの地域かなぁと、ぎりぎり思えるかどう
かというレベルなんですね。
　でも、僕たちの商品を美味しいなぁと
思って食べてくださるお客様がいらっしゃ
るところを自分たちの地域であると定義付
けるなら、何だって出来ます。勿論、その
全部が一斉に何かしてくれと言われたら無
理ですよ。けれど、私たちのご縁のあると
ころが困っておられて、そこがこども食堂
を支援しておられる。そして、そこの社会
福祉協議会様から炊き出しの要請が来たの
であれば喜んで行こうということで、1 月
1 日に地震があった訳ですが、そのあと、
1 月 4 日に全社員を集めまして、“私が隊
長として行くけど、一緒に行く人いるか？”
と言ったところ、社員 40 名のうち、10 名
がすぐに手を挙げてくれました。それで、
1 月 6 日には石川県の七尾市に入りまして、

そこでご覧のように 300 食を 2 回。そして、
それを皮切りに、6 月 8 日の鳳珠郡穴水町
まで、3 日間で述べ 1,868 食を提供させて
いただくことが出来たということです。
　下にあります写真は輪島市でして、これ
は現地のこども食堂で被災地のために行っ
た炊き出し支援ですが、このときに地元の
方が、“普通の炊き出しや救援物資の配布
だと、おじいさんかおばあさん、あるいは
お父さんが取りに来る。でも、子ども食堂
という形にしたら、子どもが行くから、お
じいちゃん・おばあちゃん、お父ちゃん・
お母ちゃん、それに隣のおっさん・おばは
んまで、みんな一緒に付いて来てくれて、
この日ばかりは、輪島市でしばらくなく
なっていた地域のコミュニティが戻ったん
よ”とおっしゃってくださったんですよ。
だから、一つ学びましたね。これは、「九
条ねぎのチャーハンと九条ねぎのラーメン
を提供します！」ということを案内したか
らこそのことで、もうこんだけ人を集める
には、子どもの人気キャラクターか九条ねぎ
しかありません。
　実際、我々の九条ねぎも、今やいろんな
ところで売っていただいていますから、い
ろんなところで手に入りますが、まだ名前
上は希少性があると思いますし、ある程度
お役に立てるのではないかと思います。で
すので、まあ子どもの人気キャラクターほ
どではありませんが、弊社のお客様が活動

災害派遣支援実績

輪島市でのこども食堂の様子
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展開しておられる地域は自分たちの地域で
もありますから、その九条ねぎを最大限に
活用して、そこでお役に立てるのであれば
喜んで行こうということで行って、今回は
実際、役に立った訳です。
　ということで、このように地元の新聞に
も報道していただきました。まあどうして
も、上の野村萬斎さんの記事に目が行きが
ちなんですけれども（笑）。見ていただき
たいのは下の方の写真でして、これは金沢
市の老健福祉センターに行ったときのもの
ですね。確か、ここは七尾市の方から避難
して来ておられる方がいらっしゃるところ
だったんですが、こちらで食事を出させて
いただきましたところ、この記事にも書い
てありますように、90 歳を超えるおばあ
ちゃんが、“こんなに美味しいもんをもらっ

て、バチが当たらんかねぇ”とおっしゃっ
たんですよ。
　これを聞いた私どもの社員スタッフは、

“僕らが被災者の皆さんを何とか励まして
支えようと思って支援しに行ったのに、自
分たちの方が励ましていただいて、支えて
いただいて、逆に申し訳ない気持ちになっ
た”と言っておりました。しかも、帰ると
きには皆さん、“ありがとう、ありがとう！”
と言って窓から手を振ってくださるんです
ね。だから、最後にはそうやって手を振っ
てもらい、涙を流しながら運転して帰った
という体験をさせてもらいました。
　それでですね、これをするために先のよ
うなことをした訳ではないんですけれど
も、会社丸ごとでこういった活動をするこ
とによって、これに参加しなかった社員や
パートさんたちもみんな、同じ方向に心を
向けるようになりまして、その結果、社内
には非常に優しい雰囲気が漂うような風土
が出きてきました。社内アンケートをとっ
たところ、そういう雰囲気が出来上がって
行くことによって、助けを求めている人や
困っている人がいたら助けようという風土
に大きく反映されていたと、そういうこと
が実際にあったということです。
　そういった諸々のことから、こういった
モデルが出来るのではないかということを
少し提唱させていただきたいと思います。
　そもそも、子ども食堂というのは、社会
福祉協議会が所管しておられたり、管轄さ
れていることが多いですし、避難所も社会
福祉協議会が大きく関係しておられるんで
すね。そこで、私どもには当然、取引先様
との関係がありますし、取引先様は必ず、
自分たちが展開しておられる地域のコミュ
ニティをお持ちです。これは必ず持ってい
らっしゃいまして、特に生協さんなんかは、
ものすごい地域コミュニティをお持ちで

（北國新聞 2024 年 1 月 29 日掲載）
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しょう。各地の生協さんもそうで
すし、量販店さんなんかでも、地
元の社会福祉協議会さんとは必ずど
こかでお付き合いがあるはずだと思
います。
　だから、日頃から子ども食堂を
通じて社協さんと一緒に地域で活
動することにより、非常時や一朝
有事の際には、そのルートを生か
し、こういった形で我々のような
農業法人が協力出来る部分がある
のではないかと思いますし、むしろ、私た
ちは自ら進んで、そういうふうな役割を
担っていくということも大事なのではない
かということです。実際、我々は、今回の
能登半島への災害派遣を通じて、そのこと
を実感しました。
　ただし、私どもでは普段、子ども食堂を
支援する取り組みによって人財育成に寄与
していただいていると思っています。です
から、お世話になっている場であって、施
しているとか、支援しているとかそういう
思いは毛頭ございません。
　とはいえ、営利企業ですから、ベースに
は当然、願わくば、自分たちの地域で九条
ねぎのファンを増やしたい。そして、日本
全国に 20％から 30％ぐらいはいるであろ
うと言われる、ねぎ嫌いの子供たちに、本
当に美味しいねぎを食べてもらって、ねぎ
嫌いの子をなくしたいという思いがありま
す。ですので、取引先様の地域も良くなっ
ていただきたいですし、そこの中で私たち
のファンも作りたいということですね。
　実際、これからの農業の 6 次産業化には、
物だけではない多面的な繋がりが必須な訳
ですが、そうすることにより、農業法人は
自らの多様な価値を発揮出来るのではない
かと思います。もっとも、これは我々が感
じたことですので、これが絶対に正しいと

は思いません。ですが、こういった形が一
番理想的なのではないかなというふうには
思っておりますし、本モデルにより、それ
が実践出来るのではないかということです。
　ということで、これが昨年の取り組みで
して、今年は何をやっているかと言います
と、冒頭、細川先生の方から少しお話しし
ていただきまして、過分なお褒めの言葉を
頂戴いたしましたけれども、『NOUJIN ア
カデミア』というものですね。これは、小
学校から中学校、そして、高校から大学と
いう子どもの成長過程に合わせ、それぞれ
の年代層に応じたいろんな取り組みを我々
から提案させていただくというプロジェク
トでして、こちらから出向くこともあれば、
向こうから来ていただくこともあるんです
けれども、農業の本来の楽しさや畑で食べ
る野菜の美味しさだけでなく、自分たちで
考えて調理したものを食べたり、そういう
企画をして売ってみるということを大学や
いろんなところと一緒にやっています。
　そこには、そういった形で未来の農業に
関心のある子や、正しい食の知識を持った
お子さんを一緒に育てて行きたいというふ
うな思いがありまして、その中で京都の九
条ねぎも知っていただきたいですし、将来
は農業をやってみたいなぁと言う人が出て

五方良しの防災経営モデル
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来てくれれば、なおさら嬉しいということ
で、現在進行形で取り組ませていただいて
いるところです。そして、その一環として
今回、龍谷大学の学生さんたちには、メ
ニューから原価・売価・販売個数と、最低
のロス率を考えていただきまして、見事に
黒字化していただいております。
　そこで、今年の秋には、摂南大学さんの
学園祭にも我々のキッチンカーをお貸し
し、九条ねぎも無償で提供させていただき
ます。ですので、学生の皆さんが、そのキッ
チンカーと九条ねぎを使って何かを提供す
るという取り組みも一緒にやらせていただ
こうということで、こうしたこともいろい
ろ考えておりますので、最後にご紹介させ
ていただきました。
　以上、少々端折りましたけれども、弊社
では今、こうした取り組みをやっておりま
す。もし何かございましたら、後ほど、質
問等をお受けする時間もあるかと思います
ので、是非、よろしくお願いいたします。
ということで、これで私からの報告を終わ
ります。ご静聴、どうもありがとうござい
ました。

NOUJIN アカデミアでの出店の様子


